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本研究の目的は、障害適応の過程に作業が与える影響を明らかにし、その意味を考察

することである。

脳血管障害発症後約 2年 から4年経過 している40歳以上 70歳以下の脳血管障害を発

症 した者 とした。対象者は、研究者が研究の説明を行い、了解を得られた者 10名 で、

発症後平均 31.6ヶ月経過 し、平均年齢 57.9歳であつた。対象者了解のもとインタビュ
ー内容を録音 した。

発症から現在までの様子、その間に経験 した作業、そしてそれ らをどのように感 じて

いたかについて質問し、その語 りを傾聴 した。録音 したものを逐語録にし、修正版グラ

ウンデッド・セオ リーアプローチにて分析 した。

その結果、逐語録より概念は223生成され,時系列に、発症期、リハビリテーション期、

現在に整理できた。223の概念から内容が共通するものをまとめ21の一次カテゴリーを生

成し、さらにこれから 4つ の二次カテゴリーを生成した。障害適応の過程は、≪病の解釈

のプロセス≫,≪ 対人交流のプロセス≫,≪ 意味のある作業のプロセス》,≪ 心の動きの

プロセス≫により構成されていた。これより、意味のある作業や作業に基づく役割の有

無により障害適応の過程に違いが生じたことが明らかになった。

作業療法は、対象者にとつて意味のある作業とこれに基づく役割を目標 とし、対象者

と作業療法士がこれを共有 していく必要がある。そのためには、対象者がどのような作

業に意味をもつているかを語 りから見つけ出す技術が必要 とされることが示唆された。


